
V1の実年齢50歳で固定されていた
内容から変更

慶応大学の小暮先生から、阪和第
二和泉北病院院⾧の北風先生（前
国立循環器病研究センター臨床研
究部⾧）へ変更

現行版（V1） 変更版（V2）

表面



「同世代との数値比較」のグラフは分かりに
くい、とのご意見がありましたので削除しま
した。
検査項目ごとに同年代比較と平均点を表示し
ました。
健診結果の振り返りを重視した表示としてお
ります。
アイコン（顔マーク）は閾値で制御されます。

現行版

中面
V2



JMDCの母集団データから算出した、
「今後５年間の入院する可能性」
「疾病別入院リスク」
を追加しました。
リスクのある方への行動変容を促します。

このままの健診結果で推移した際の、将来医療費を
10年後、20年後で表記し、医療費リスクを伝えてい
ます。
予測年間医療費である旨、窓口負担は別である旨を
注記として記載しています。

改訂版より新たに追加した項目

中面



現行版では、改善例が汎用的で
なかったため、改訂版では、健
診結果の悪化に影響を与える生
活習慣を表記しました。

当てはまる良くない行動があれ
ば、改善をしていただくよう促
します。

裏面
現行版 V2



生活習慣改善のアドバイス
検査項目に異常が無い方へは、
賞賛メッセージを表記します

BMIが低すぎても健康年齢が上がる仕様のため、
痩せすぎについてのアドバイスを追加しました


